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伝馬町小　横内小　西奈南小　城北小

北沼上小　西奈小　東豊田小　千代田東小　

葵小　千代田小　竜南小　

東中　西奈中　竜爪中　観山中

安東小　賎機中小　麻機小　安西小　井宮小

井宮北小　松野小　足久保小

番町小　新通小　賎機南小　賎機北小　安倍口小　

大河内小　玉川小　美和小　

清水飯田東小　清水有度第２小

籠上中　城内中　美和中　安東中　末広中　賎機中

大河内中　玉川中

南藁科小　長田北小　中島小　長田西小　川原小

田町小　駒形小　服織小　服織西小　長田南小　

長田東小

安倍川中　服織中　長田西中　長田南中　城山中

中田小　大里東小　宮竹小　大谷小　久能小　

富士見小

大里西小　南部小　東源台小　森下小　西豊田小

東豊田中　高松中　南中　大里中　豊田中　中島中

中藁科小　水見色小　清沢小　峰山小　大川小

藁科中　大川中　　

井川小　井川中

清水宍原小　清水和田島小　清水中河内小

清水小島小　清水西河内小　清水小河内小

清水小島中　清水両河内中

清水庵原小　清水庵原中

由比小　由比北小　由比中　　

清水区

小９校
中４校

両河内センター
（小６校　中２校）
配食数：590食

庵原センター（小１校　中１校）
配食数：772食

由比センター（小２校　中１校）
配食数：622食

藁科センター
（小５校　中２校）
配食数：287食

井川センター（小１校　中１校）
配食数：33食

提供方式別配食校一覧

センター名 学校名

葵区

駿河区

小57校
中26校

≪直営≫
東部学校給食センター
（小１１校　　中４校）
配食数：9,140食
（最大：10,000食）

中吉田学校給食センター
（小18校　中８校）
配食数：9,623食
（最大：12,000食）

丸子学校給食センター
（小11校　中５校）
配食数：8,649食
（最大：9,000食）

西島学校給食センター
（小11校　中６校）
配食数：8,649食
（最大：12,000食）

１　センター方式　小学校６６校・中学校３０校
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清水辻小　清水江尻小　清水入江小　清水岡小　清水小　清水不二見小　

清水駒越小　清水三保一小　清水浜田小　清水飯田小　清水高部小　　

清水有度一小　清水袖師小　清水興津小　清水三保二小　

清水船越小　清水高部東小　蒲原西小　蒲原東小

蒲原中

清水六中　清水七中

清水三中　清水四中　清水五中　清水飯田中

清水一中　清水二中　清水八中　清水興津中

清水袖師中

≪学校給食の現状≫

小学校 小学校 中学校 小学校 中学校

17校 ２校 １校

11校

１校

56校 26校 14校 4校 ２校

校外調理委託

親子方式 １校

計 27校

１校

清水区

（由比・蒲原）

２校

清水区

（由比・蒲原を除く）

９校 ３校
（センター方式）

単独調理校

55校 26校

中学校

葵区・駿河区

共同調理場方式

清水区

委託中学
（中11校）

合計食数　3,627食

業者名 学校名

A社（２校）

B社（４校）

　C社（５校）　

３　校外調理委託方式　中学校１１校　（選択式）

梅ヶ島小学校給食室
（小１校　中１校）
※親子方式
合計食数　61食

梅ヶ島小　梅ヶ島中

２　自校方式　小学校１９校・中学校１校　　（親子方式　小学校１校・中学校１校）

※親子方式… 調理場を持つ自校方式の学校が、調理場を持たない学校の給食調理も
行うことで、自校方式とセンター方式の中間形態

清水区

単独調理校
（小19校　中１校）

合計食数　9,068食

葵区
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静岡市学校給食施設配置図 
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井川（小：1 校、中：1 校） 

藁科（S59.4 開設） 

Ｈ26 配食数：287 食 

（小：5 校、中：2 校、） 

梅ヶ島給食室（小：1 校、中：1 校） 

庵原（H9.4 開設） 

Ｈ26 配食数：772 食 

（小：1 校、中：1 校） 

両河内（H22.4 開設） 

Ｈ26 配食数：590 食 

（小：6校、中：2校、幼：3園） 

由比（H12.4 開設） 

Ｈ26 配食数：622 食 

（小：2 校、中：1 校） 

蒲原 単独調理場 

（小：2 校、中：1 校） 

：市街地以外の学校給食施設

小 29

凡例

北部（H26.4～休止中） 

Ｎ

H2６年度

中吉田から北部エリアへ配食 

小学校 自校式給食（17 校）

◎ 中学校 校外調理委託（11 校）

（デリバリー）

丸子（H26.4 再稼働） 
最大調理食数：9,000 食 

Ｈ26 配食数：8,649 食 

（小：11 校、中：5 校）

西島（H22.9 建替） 
最大調理食数：12,000 食 

Ｈ26 配食数：8,649 食 

（小：11 校、中：6 校）

中吉田（H19.4 開設） 
最大調理食数：12,000 食 

Ｈ26 配食数：9,623 食 

（小：18 校、中：8 校） 

東部（S48.6 開設） 
最大調理食数：10,000 食 

Ｈ26 配食数：9,140 食 

（小：11 校、中：4 校） 
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≪旧静岡市沿革≫

昭和２３年 １月 ミルク・味噌汁給食を小学校 29 校中 19 校実施。 

  ２６年 ４月 全市立小学校完全給食実施。

  ３７年 ４月 全市立小学校共同献立による給食実施。

  ４１年   昭和４０年当初、小学校調理室の老朽化及び中学校完全給食

の早期実現という２つの課題あり。

        中学校完全給食に対する要望が高まる。

（特に父母からの強い要望あり）

        同委員会から「中学校完全給食を実施するよう」答申を受け、教

育委員会は、センター方式による中学校完全給食実施を決定する。

      第２次総合開発計画に、

       南部・東部学校給食センターの建設計画が搭載される。

  ４５年８月  南部学校給食センター開設。（９月給食開始）

  ４８年５月  東部学校給食センター開設。

     ６月  全市立小・中学校の完全給食実施。

  ５３年７月  北部学校給食センター開設。（９月給食開始）

  ５７年４月  西部学校給食センター開設。

  ５９年４月  藁科学校給食センター開設。

（静岡市のセンター化の完成 井川、梅ケ島を除く）

「中学校完全給食促進委員会」設置

資料４－３
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≪旧清水市沿革≫ 

昭和２２年 1 月  単独調理校方式による学校給食の提供開始（一部小学校から

順次開始。中学校では、お弁当の持参で対応） 

平成  ９年    庵原学校給食センター開設。  

平成１１年５月  学校給食の改善について、教育委員会内に「学校給食見直 

しプロジェクト」を立ち上げる。 

７月   清水市行政改革推進審議会に対し、「学校給食の運営のあり 

方に関すること」諮問。→ 答申は下段枠内

１１月   清水市公立中学校の学校給食をすすめる会より 

          「清水市公立中学校の学校給食完全実施を求める陳情書」が

市長及び市議会議長宛て提出される。（18,325 署名） 

平成１２年４月   興津中学校弁当給食スタート 

                （H14.1 清水第一中学校の校外調理委託給食提供開始で市内

11 中学校実施） 

６月  清水市行政改革推進審議会、「学校給食の運営管理のあり方」

について、市長に答申。 

     答申内容【学校給食に対する基本的考え方】 

  小学校  ・学校給食のもつ教育的観点から現行どおり実施するものとする。 

       ・実施方式は、現行の「校内調理方式」を継続しつつも、社会の

変化に合わせて工夫改善を重ねるものとする。 

  中学校 ・市の栄養士の献立による指導管理のもと「校外調理委託方式」

による弁当給食の導入をすべきであると考える。 

       財政負担増を極力抑えながら、早期に良質の給食を実施する方

法として適しているため。 
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≪静清合併後≫ 

平成１８年 １月 

１１月 

平成１９年 ４月 

平成２１年 ６月 

平成２２年 ４月 

      ９月 

平成２３年 

平成２５年１１月 

平成２６年 ４月 

「清水地区学校給食検討委員会」から提言を受ける。 

提言を受け、静岡市全体の「学校給食施設の整備方針に

ついて」、庁議（現経営会議）に諮る。 

⇒「共同調理場方式で統一」による整備が決定。 

中吉田学校給食センター（南部代替）開設。 

整備方針の見直しを経営会議に諮る。 

⇒清水区の新センターは２ケ所とすることが承認。 

（あわせて、東部学校給食センターを廃止） 

新しい両河内センターを整備し、供用開始。 

西島学校給食センター（旧南部）がＰＦＩ手法による改

築整備を行い供用開始。 

第２次総合計画において、西部及び北部学校給食センタ

ーの整備事業が搭載される。 

北部学校給食センター整備について、ＰＦＩ手法による

改築整備が経営会議において承認される。 

丸子学校給食センター（旧西部）の大規模改修が完了し、

供用開始。 



＜課 題＞

懸案事項

●単独調理校・東部学校給食センター

◇ 施設の老朽化

◇ ドライシステム化

◇ アレルギー対応の実施

●清水区中学校１１校

◇ 校外調理委託給食の改善

（温かいおかずの提供、全員給食の実施）

◇ 提供方式をセンター方式で統一する

・安心、安全な給食の提供と食育の向上を図る

・効率的な給食施設の整備を図る

◇ 整備コストの軽減

◇ 清水地区のセンター用地の確保

◇ 調理職員の配置

懸案事項

今後の課題

解決への方向性
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提供方法別給食・調理風景

１ センター方式

２ 自校方式

３ 校外調理委託

資料４－５



施設の老朽化 単独調理校（小学校）

外壁のクラック

柱根巻コンクリートの

亀裂や、塗装の剥がれ

（調理室内）

室内の露出配管の

塗装の剥がれ

（調理室内）
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正規調理員数の推移 平成27年4月現在

27年度 28 29 30 31 32 33 34年度

東部学校給食センター 30 24 22 18 14 9 8 7 人

庵原学校給食センター 3 3 2 1 1 1 1 1 人

由比学校給食センター 1 1 0 0 0 0 0 0 人

単独調理校 29 28 28 25 23 19 18 18 人

合計 63 56 52 45 39 30 28 27 人
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由比学校給食センター

単独調理校

合計
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　　　　清水区委託給食抽出校（３校）のお弁当給食に関するアンケート結果

問１　お弁当給食を注文していますか。

　　　　　　　　　　問２　お弁当給食の味について　　　　　　　　　　　　　　　　　問３　お弁当給食の量について

　　　　　　　　　　　　　問４　最もよい点について　　　　　　　　　　　　　　　　　　問５　最も改めてほしい点について

86%

14%

注文している

注文していない

4%

12%

26%

25%

33%

アおいしい

イどちらかと言えば

おいしい

ウどちらとも言えな

い

エどちらかと言えば

おいしくない

オおいしくない

10%

23%

47%

11%
9%

ア多い

イどちらかと言えば多

い

ウちょうどいい

エどちらかと言えば少

ない

オ少ない

30%

43%

13%

6%
8%

ア栄養バランスがよ

い

イ毎日メニューが変

わる

ウごはんのおかわり

ができる

エカロリーが明記さ

れている

オその他

13% 4%

1%

68%

14%
ア特になし

イ味を濃くしてほしい

ウ味を薄くしてほしい

エおかずを温かくして
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オその他
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